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日本産タマムシ科概説 (16)
.型 沢 良 彦

39. Genus paChySCeluS SOLIER, 1833 ヒ ラ よく, ケシタマムシ族は後者に含めた方がょぃかも
タケシタマムシ属 知れない。全世界に広く分布し, 多くの種類がある
体は 平で短太, 后部から翅端にかけて一様に狭 が, 属の数は比較的少なく, 東j[Eでは2 属だけで,
まる。小糖板は大きく , 横に広い三角形。背面は光 他の大部分は新大陸産である。東亜産2 属は次の点
沢が強く , 毛斑のあるものもあるが, アジアの種類 で区別される。
はすべて無紋。新大陸に広く分布し, 約280種を含 1. - 翅 には111部から翅端に至る明l際な縦隆脈
むが, その一部はアフリカからイン1、を経てマレー を走らせるHabro1omaC.G. THOMSON, l864
l島やインドシナ半島, 中国南部, 台湾などにも拡 - 翅 には縦隆脈を欠くか, または111部に短
がり, アジアからは約20種が知られている。 日本に い小隆a??がある一 Trachys FABRlcIus, 1801
は全く産しないが, 台湾に1 極, 中国南部に3 種,
インド'シナ半島に4 種知られている。 しかし,  日本 41. Genus Habroloma C. G. THOMSON, 1864
からは将来も望めないであろう ヒ ラ 手 1- マ ム 、、ノ

40. Genus Gatbeua WEsT-
WoOD, 1848 メ カク シケシタ マムシ

Ir
前属に似ているが, 背面の隆起が
強い。頭部は小さく , 複限の大部分
が背面から見ると前胸背の下に隠れ
認められない。小橋板は小さく, 縦
の三角形であるなどの点で区別され
る。アフリカからインドを経てイン
ドシナ半島に至る地域に50余種を産
する。インド' シナ半島からは4 種が
知られ. の中の 1 1商iiが流商.l:!:-に幸

ヨーロッパ産の Trachys n a n a

(PAYKuLL,1799) を模式種としてい
るが,  ヨーロッパにはむしろ少なく
熱帯アジアから束i[Iiにかけて極類が
多い。一部はオーストラリアやアフ
リカにも拡がっているが, 新大陸に
は全く産しない。
日本には10余極を産するが, 大部
分は熱帯アジア系のもので, ユーラ
シア大陸系のものは l 種だけである,
チェコスロバキアの故 J. 0BENBER-
GERは最後まで本属をチビタマムシ

' 「' _ , t, ・, ・ A o D , … e , o ^ ,

. - 一 - ;''二 - 第16図 ヒラタチピタマムシ
' - ° ' 一 ー 一 °' - i '

で分布する。.恐 く中国南部にも産 Habr01oma elegantula 属と見做し, 独立属とは認めず, 独
すると思うが, 口湾や日本からは期 SAuNDERs (北降_館, 日本 立属と認めるフランスの A. THERY
待出来ないであろう。 昆虫図鑑, 1950) と対立して来たが, 最近では独立属

とするフランス派の方に軍配が挙がった形になって
C・ T「aChydin チ ピタ マ シ族 亜属とする人はない。 私も後者に従っているが,  日
脛節は自由で, 削族の様に腿節の下方にある薄の 本産の大部分の種類はョー ロツパやァジァ大陸の中
中に受け入れられるようなことはない。従来はチビ 北部にいる真の Habro1oma とはかなり異つた形
タマムシ亜科のうち, 短太な体をしたものを本族に, 態をしているので, 1959 年に亜属 parahabro1oma
細長なものを前族に属させていたが, それは既に述 を設け, 真の Habrotomaから区別した。東アジ
べた通り不合理で, 両者を分ける絶対的な特徴は見 アから東南アジアにかけての種類の大部分はこの亜
当らない。ここでは一応, 肢の構造で両者を区別し 属に属するものであろう。両者は次の点で区別され
たが, チビタマムシ亜科を族に分けるにはホソツツ る。
タマムシ族とチビタマムシ族の二つに分けるだけで 1. - 体は膨隆しチビタマムシ型, 短太, 両複限
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間は れが弱く , 複限の内縁は縁取られるこ
とはない; 前胸背は膨隆し, 前縁角の内側方
に大きく明瞭な孔状陥凹がある一 a. Habro-
1oma s. s tr.

- 体はむしろ扁平, 両複限間は深く割られ,
複眼の内縁は鋭く隆脈状に縁取られる; 前胸
背は側方で圧平, 前縁角の内側は多少広く浅
く陥凹し, 時にその中央に小孔がある一 -
- b. Parahabro1oma Y. KUROSAWA, 1959

a . Subgenus Habro loma s. st r.  スジチビタ
マムシ亜属

1. H (H ) amurensis OBENBERGER, 1922 スジ
チ ビタ マムシ 分布 : 日本(本州), 朝鮮, シベリア
東部 (沿海州)。体長2.5mm内外, 唐金色, 暗色を
帯びたり真銘ｯ色を帶ぴたりする。翅 の先半部に銀
白色の毛斑があるがはっきりしない。一見クロチビ
タマムシ '「rachys pseudoscrobiculata OBENBER-

GER に似ているが, 翅軸に隆脈があるので Habro-
1oma属であることがわかる。ウラジオストックか
ら記 された種類であるが, 私は長野県軽井沢産の
19 (7~14. vii i959, 森本 氏採集), 車章国 尚南
適修道山産の16 (17~18. vii i971, K. YAMAGIsHI
採集) を検した。 いずれも新記録である。 日本産は
大型で暗色であるが, 極めて研lならしく上記の l
しか検してないので, 亜極を決定するに至ってない
一応上記の極として記録しておく。 なおamurensis
OBENBERGER,1922の原記l成(CasopisCs. Spot. Ent.
19, P・69) にある図はどう見ても次の Parahabr o-
to'na lIli属に属する極類のように見えるので, プラ
グの国立111抹ｨ館に る模式標本を見るまでは , 
記の軽 沢産の標本を本極と同定することは出来ず
にいたものである。 加 ll械物は全く未知であるが,
ヨーロッパの近似極 H nana(pAYKULL) や H
f「Za%9 ans (LAcORDAIRE, 1835)の食車がフウロ
ソウ科(Geraniaceae)のフウロソウ属Gerantumや
オランダ゙フウロソウ属 Erodiumであるから, 本極
の食単も多分この仲間であろうと推定される。 さし
当り, ク:ンノショウコ Geramum nePalense SWEET
やタチフウロ G. j aj)o'ucum FRANcH et SAv. な
どは最も有力な候補であるが, 本種の分布が本州中
部などの高原地方に限られるならば, 他の同属の準
も調べる必要があろう。

b. Subgenus Parahabn loma Y. KUROSAWA,
1959 ヒラタチビタマムシ亜属
体が一般に 平で, 前 背が圧平されて前側方に
膨出しているので, チビタマムシ属 Trachysに似
た形をした前亜属の種類とはすぐ区別出来る。 前亜
属の極類が中央アジアの乾操した草原を中心にョー
ロツパやシベリアに拡がった草本の潜葉虫であるの
に反し, この Parahabro1oma亜属の種類はインド'
シナ半島あたりに分布の中心があり, 東南アジアや
インドに多くの種類がある。前亜属とは異つて, キ
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イチコ'類や木本類の潜葉虫で, 完全な草本に加llす
る種類は知られていない。 日本へは中国の中南齦迫ﾍ,
ら直接優入したものと考えられ, 一部分は朝鮮にも
産するが, 北海道には1 種も産しない。東北地方で
も1 ~ 2 種しか産しないのに九州には7 種も産する。
大陸でも北ほど種数少なく , 北朝鮮, 満洲, シベリ
アなどには1 極- も見当らない。 日本には次の12極を
産する。

1. H (P ) asahinai Y. KUROSAWA, l959 オキ
ナワヒラタチビタマムシ  分布: 琉球(沖縄本島)。
体長3.0mm内外, 1音店金色, 黄金色と銀白色の2
色の毛で美しい毛斑があるが, 前者の多いものや後
者の多いものなど変化が多い。 前胸背は幅が広く ,
側縁は中央よ りやや後方から前縁に向けて急激に狭
まる。 屋久島や種子島に多いシロズヒラタチビタマ
ムシH (P. ) kagosimanaOBENBERGERに近い極類
であるが, 前的 側縁の狭まり方が著しく強く , 直線
的である点で区別出来る。 沖縄における後者の代置
種と考えられるが, 沖繩本島以外からは知られてい
ない。加書植物はホウロクイチコ'である。(第18図a)

2. H. (P ) elegantula (E. SAUNDERs,1873) ヒ
ラ タチ ビタマムシ 分布: 日本 (本州, 四国, 九州,
対馬), 朝鮮, 中国。体長2.8mm内外, G. LEWISの
第1 回の採集品に基いて記,fx  された種で産地は、111に
Japanとなっているだけであるが, 恐らくは長時か
神戸用辺のどちらかであろう。小型で暗唐金色, 黄色
と銀白色の毛斑があるが, 個体変化が多く一一様では
ない。 前胸背の前縁角内方の陥四中に明らかな小孔
があり, これがない前種のグループの種類と区別さ
れる。青森県以南の各地に普通な 類で, 主としてナ
ワシロイチゴなど革本性のキイチコ'属の 物につく
が, モミジイチコ', クマイチゴなど半木本性のキイチ
ゴ類でも時々 見かける。 プラー グのチェコスロバキ
ア国立?j1物館にある H rontn0 OBENBERGER, 1916
の模式標本を調べたら, まぎれもなく本極であったc
J. 0BENBERGER が elegantula E. SAUNDERSと.lg、
っていた標本は管 H gnseonigra E. SAUNDERS,
1873であったので, 彼は真の elegantula に新たに
romn0と命名したのであろうo私が, 0BENBERGER
の記lf?ばかりに拠って ronlnoとした種類は,  しか
し, elegantula とは明らかに異なる別種であるが,
明確な極名は決ってない。 恐らく新名を与えなけれ
ばならない種類であろう。  rontno  と云う種名の意
味は私には判らない。 中国漸江省鎮江から記破され
た H formaneki OBENBERGER, l930や同じく湖
江省蘇州から記載された H suensont GEBHARDT,
1928 も共に本種と同一であろう。  後者はパリの「111
立自然科学博物館とプラーグの国立t専物館の両方に
Typeとラベルのついた標本があるが, 共に新鮮で
毛斑の鮮明な個体である。 しかし, 原記載には産地
を China : Soochow (蘇州) と明記してあるのに
両博物館の“type”標本は共にChina, HangchOW
(杭州) と云うラベルが付いていて原記破とは異な
っている。一方, H at ront ti da GEBHARDT, 1928
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第17図 ハイイロヒラタチビタ
マムシ

Ma r(1 ,1ma g,,1'seomgra
-

SAUNDERS (北隆館,  日本
虫図鑑, 1950)

第18図 a . Habro1oma asa/ inai Y.  KuRosA、、・A オキナワヒラタ
チビタマムシ b. H kagostnlana 01lENBERGER シロズ
ヒラタチビタマムシ c. H e 'i l m i a LEWIS ツマキヒラタ
チビタマムシ

は, パリ国立自然科学博物館のものは, 本種の古く
1、って毛斑が別脱して l l!く なったものであるが, プ
ラー グ国立博物館のものは, 私が1959 年に H ka-
goshinoana OBENBERGER としたものであった。恐
らく , 本種は大l mでは場子江沿岸地域に広く分布す
るものであろ ')。 また, 朝鮮半島南部にも産する。
(第16図)
3. a (P ) enmta (LEWIS,1892) ツマキヒラタ
チビタ マムシ 分布 : 目本 (四国, 九州, 屋久島 ?)
」??球(八ii,山), 中国, 海南島, 台湾。体長3.0mm
内外, 店金色, 小Li「 l板を囲む三角形の大紋と翅端部
は赤銅色, 同色の毛を密生する。 G. LEWISの2回
目の旅行の際の採集品で,  原記1成には “ K iush iu・
Ten examples taken in the Higo forests” とある
Higo forestsがどこか判らないが, 恐らくは大欠一山
l 送L林か湯山で ろう B  加書植物はハイノキ科の
ロバイであることが白水 隆教授によって確められ
た。恐らく近似の ｿ l物にもつくで ろう 。四国で
高知県, 九州では熊本県の他に福岡県, 鹿児島県な
どが知られている。 屋久島では1952年7 月に尾之間
でシロバイの葉にチビタマムシ類特有の食痕を発見
したが, 成虫の記録はまだ見当らない。 美群島と

沖縄群島のものはかなり著しい差異があるので別種
としてよいであろう。八重山諸島産は;fli美や沖細の
ものより明らかに大きく, 台湾のものに近く, 同一
亜種と見做して差支えないであろう。 この場合, 亜
種名には台湾恒春産の標本に基いて独立種として記
It?された H euPoeta OBENBERGER, 1929 が亜極名
として用いられる。 中国大陸産は日本産に較べ翅端
の銅色部が広く , 翅端外縁近くの小鋸歯状が強いの
で, 別亜極としてもょぃと思うが, これに当る記
が見当らない。 私は広東省産と海南島産を検した。

(第18図C)
4. a (P ) grz'seem'gra (E. SAUNDERs,1873)
ハイイロヒラ タチ ビタ マムシ 分布 : 日本 (本州,
四国, 九州), 中国, 台湾。体長2.8mm内外, 暗唐
金色または黑色, 銀白毛からなる特異な斑紋があり

ま ぎらわしい種類はない。 時にわずかな黄金色毛を
混ずることがある。 他種に較べて頭桶の幅が広いの
で毛斑が脱落しても注意すれば見別けられる。 幼虫
はクヌギ, アベマキ, カシ類などの1替葉i虫で, 関束
地方から西の各地で見られるが多い極類ではない。
G. LEwIs  の第 l 回の旅行の採集品で, 基標本の産
地は長崎である。台湾産は大型で毛斑が多少異り,
独立種として記載されたH chionochaeta OBENBER-
GER.  1929 がこれに当るが,  独立極とする必要は
ないであろう。 模式標本の産地は;l補里社, 1929年8
月三輪勇四郎博士の採集品である。 私の手‘一'千には阿
里山密起湖産の l 頭 (12. iv. 1965, 三枝 平t li士採
集) がある。中国からは未記録であるが, 私は福建
省と江西省産各 l '11f、を検した。 日本産とほとんど差
異が見当らない。 (第17図)

5. H (P ) hikosanensis Y. KUROSAWA, lg5g
ヒ コ サ ン ヒ ラ タ チ ビ タ マ ム シ 分布: 日本 (九州)。
体長3.1mm, 明かるい真 l色, 一 f色を・常-び灰白色の
毛斑がある。私がロニノヒラタチビタマムシとして
いた種類に似ているが, ;tut面から見ると顔面が広く
深く刳られ, 複限がほぼ直角に実出する点で区別出
来る。 前胸行の前縁角内方の陥凹中には小孔がある
ヒラタチビタマムシelegantulaにも一見似ている
が, 後方に長く , 前胸1Y､板突起は先端に向って拡
る点で異る。 s z1な種類なようで , 土生昶申t専士が
岡県英彦山で採集された l 頭以外に本極に当る標本
を見たことがない。

6. H (p ) kagoszmanaOBENBERGER,1940シロ
ズ ヒ ラ タ チ ビ タ マ ム シ 分布 : 日本 (四国, 九州,
屋久島, 種子島)。 体長3.1mm内外, 唐金色を帶び
た黒色の地に黄褐色と銀白色の毛斑がある。 体は幅
広く後方への狭まりは asahinai や elegantulaに
較べて弱い。 前胸背の前縁角内側の陥凹中の小孔は
ない。種子島, 屋久島, 九州佐多111甲などではホウロ
クイチゴに普通な種類で, 四国の高知県や九州の宮
崎県, 鹿児島県, 長崎県などの標本も検した。 また
長崎県佐世保の標本は白水 隆教授によってフュイ
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チコ'から採集された。
私はl959年に屋久島や種子島の標本に基いて本種
を新極と認め . sh i rozm Y. KUROSAWA を記破

した。一方, 原記破だけに基いて a a9oStmana
OBENBERGER, 1940を H ole9antula E. SAtJNDERS
によく似てぃてより小型で円味の強い種類に当て,
おまけに agosima,zaを1tff手に ages加maM と

する大間速いをしてしまった。 この間連いは,   ka-
gosimana の原記載が不完全で elegantula と区
別出来ない上に体長を2%mmと実際より小さく記
してあったからである。本和 i elegantulaよりは
明らかに大型で最小のものでも, 2.9mm, 大きなも
のは3.3mmにi:11するので, 2.5~2.8mmの上記の
和_当ててしまったわけであるが, 実際にプラー グ
の国立tdl物館に る模式標本を見てみると , 体長
3.0mmもあり,  前El41背の小孔もな く, _'「l色毛は多
いけれども明らかに私がshirozu,  と命名した種類
であった。従って,  残念ではあるがsill「oZla を
kagostmanaのシノニムと認めざるを得ない。 (第
18図b)

7. a (p ) z2‘zae'zszs  OBENBERGER ,194 0オキ
ナワヒラタチ ビタマムシ 分イll : 琉球 (f ｳ美CIt島
沖 f'a「,T1島 )。  体長2 .8而 fl  内外,  ツマキヒラタチビタ
マ ム シ H eximia LEWIS に似ているが, 小型で
細形, 体色は明るく, 一様に真館l色で時に緑または
銅色を;常び, 報 Ji  部の三角紋と表羽 端の銅色部は全
く 消')?するかわずかに翅端部だけに現れる。 毛は一
標に-it灰色, わずかに不明l ﾄな銀白毛を混ずる。独
立利i として記;成されたものであるが, 私は1959年に
e n m t a の 極にした。 しかし, 美1?fl島と、i中繩1
島のものは上記の特微により他地域の ex imia か

ら判然と区別出来るので, やはり独立種とした方が
よいであろう。 ill美大島では比較的普通にいるが,
、沖縄本島では少なく , は伊 味でリュウキュウハ
イノキから数.1項を得た。模式標本の産地はKu-Kien-
San, L iu-kiu Isl. であるが, Ku-Kien-Sanがど
こにあるのか私には判らない。 プラーグの国立l'l物
館の棋式標本は古ぽけた個体で, かなり大きく, 沖
縄や 美産のものにこの学名を当てるのは考えもの
であるが, 一応この種名を当てることにした。

8. a (P. ) ieωiszz (E. SAUNDERS,1873) ルイス
ヒ ラ タ チ ビ タ マ ム シ 分布 : ロ本 (本州, 四国, 九
州), :明鮮, 中国。体長2.5~3.2mm, 頭1 ・狽 色
を;出:びた店金色, 華ｩ、は美しい吉 色, 会合部と
端部'/3は黒紫色, 部分的に 金色を帯びる。赤褐色
毛と白毛で特異な斑紋がある。 ・式標本はG. LEWIS
の第1 回旅行の採集品であるから多分神戸か長崎の
どちらかの地方産であるが, 原記,成でも模式標本の
ラベルも共に Japan だけである。主として西目本
に分布し, 少ない種類ではないが, 中部地方以北で
は少なく, 私の見た最北の産地は長野県軽井沢 (1

, 22. vii i951, 久松定成氏採集)である。関東地
方からはまだ記録がない。 幼虫はノイパラの潜葉虫
で, 関西から西の地方では lではないが, 私はまだ
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紀州から九州南部に至る太平洋岸の地方の記録を知
らない。朝鮮では中南部の黄海斜面に産し, 中国で
は揚子江沿岸の地方から福建省や広東省にかけての
地域に多い。 大陸のものは翅端の白 帯が日本産の

第19図 ルイスヒラタチ
ビタマムシ Hab ro-
1o ma 1_ω1s1l E. SA-
し'?'DERS C11沢,1950)

ものよ り地端近くに位置す
る傾向がある。 また, f',1建
省から広東省にかけての地
域のものは毛が長く濃色に
なり, 全体に青味が拡がり
色が鮮かになる。 ブラーグ
の国立1,抹ｨ館に  ・ J
BENBERGERのコレクション
ではこの様なものに se1o-
su la OBENBERGER と云う
l通種名が付けてあったが,
この名はまだ発表されて 、

ない。   (第19図)

9. H. (P. ) njn11a OBENBERGER, 1929 カ ラ カ

ネヒラタチビタマムシ 分布: 琉球(??美大島), '、
湾。体長2.9~3.5mm, 大型の 極類で, ナミガタ
チ ビ タ マム シ 「rach s grlseofaSCiata E. SAU -

DERsを平たくした様な形をし, 色彩も似ている。 1,1
金色で多少チョコレート色を,'ll:び, . ,l金色と銀白色
の毛斑があり, 暗色部には地色と同じチョコレート

色の毛がある。模式標本は台湾のShinSha(新社? )
で1928年6月に三輸.りフ四郎1ti l :採集の であるが, 十、

湾では各地に多いものらしく, 私も南山渓でサルス
ベりの1 種から採集した。 a st m a OBENBERGER,

lg37 も全く同じ極類で, 模式標本はTaikOkanで
1925年5 月に三相命1'l l二採集の9 である。 美大島で

は1955年7 月に白水 隆教授が初めて発見したもの
で, シマサルスベりにつくことを同教授は確められ
た。 同島のものは台湾のものに較べて毛斑が解明,
複限がより実出し, 前lllaj1] X板突起がより狭い,  などの
点で異なり, 種 insulicola Y. KUROSAWA, 1959
と一.,、 う。琉球列島内の産地は目下の所, ;Ill美大島だ
けに限られ, 他の島からは発見されてない。

10. H (P ) sp. ナガヒラタチビタマムシ分布:
日本 (本州,  四国, 九州)。 体長3.0mm内外,  ヒ
ラ タチ ビタマムシ H elegantula E. SAUNDERS に

よく似ているが, 多少大形で後方に長くイ中びるよう
な形をしていて, 色彩も明るいものが多い。 前1
板突起は先方で多少拡がる。 この点でヒコサンヒラ
タチ ビタマムシ H . hikosanensis Y. KUROSAWA
に最も近いが, 複限の突出状態が?1-なる。前1??lfの
前縁角内方の陥 内の小孔は明瞭。東北地方南部か
ら四国, 九州にかけてのl援地に分布するが, 多い種
類ではない。 加害値物は矢野俊郎氏によってクルミ
科のノグルミであることが確められたが, 他にも加
害植物があるような気がする。  前述の通り,  その
原記1成だけによって,  私は l959 年に本極の種名に
H, rontn0 OBENBERGER, 1916 を用いたが, これは
誤りで, ronino は elegantula  ヒラタチビタマム

4 -
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シのシノニムであることが判明した。 従って, 従来
の和名ロニノヒラタチビタマムシも本種の和名に用
いるのは不適当であるので上記の和名に改称した。
学名は日下の所,  これに当るものを見出し得ないの
で, 一応 sp.  にしておいたが,  新名を与えなけれ
ばならないものであろう。

11. H ( P ) sp. ヒメヒラタチビタマムシ分布 :
n本 (四国,九州), 朝鮮, 中国。体長2.5~2.9mm
ヒ ラ タ チ ビ タ マ ム シ H elegantula によく似てい
るが, 小さく , 多少膨隆し, 後方の狭まりは弱く,
前胸背側縁の前方への膨出も弱い。 私は1959年に本
和こ H.kagosimana OBENBERGERを当てたが, こ
れは前記の通り誤りであった。 従って, 本種に当る
学名はないが, a atrom'tz'da GEBHARDT, 1928 の

プラー グの国立博物館にあるものを模式標本と認め
るならば, 本種の学名にはこれを用いなければなら
11、いであろう。 パリの国立自然科学博物館のものを
模式標本とするならば, 本極には新名を与えなけれ
ばならないであろう。加害値物は未知であるが, 恐
らくはキイチゴ類であろう。
12. H subbicorms (MoTscHuLsKY, 1860), l860

ll-に MoTscHuLsKY が Japanから記j◆成 した種類で
あるが, その正体が未だに判っていない。 記 から

すれば問違いなく Habro1oma 属の etegantulaや
kagosimanaに近いものであるが, それ以上に進む
ことは, 記 が簡単過ぎて不可能である。 1893年に
G. LEWIS は Trachys gnseo fasciata E. SAuN-
DERs, 1873 ナミガタチビタマムシをこの Trachys
subbicornts MoTscHULsKY, 1860  のシノニムと
したので,  以後大きな混乱が生じてしまった。  J.
OBENBERGERは LEWISに従ったので,  JUNKの甲
虫目録では g seo fasciata は s Oicom s のシノ
ニムになっているが,  日本ではナミガタチビタマム
シの極名に gnseofasaata を用いる場合が多く ,
三輪 四郎博士と中条道夫博士の日本産甲虫目録で
は両者がそれぞれ別な独立種になっている。 以来,
ナミ ガタチ ビタ マムシ 「. grzseofascz'ata の他に
口本にはアジアチビタマムシ 「. s 01comsと云
う種類がいて, その分布も多少食いちがっていると
考えられるようになってしまった。たとえば台湾に
は前種はいないが後者はいることになっていると云
った工合である。 しかし, 実際には上記の通り両者
は同一物で,  しかも後者は真のsubbicorntsではな
い。私はこの誤に気付き1959 年に subbicorms を
Habro1oma属に移したが, 上記の理由によりそれ
以上の追究は出来ないでしまった。 subbicorms の
模式標本はソ速のモスクワ博物館にあるMoTscHuL-
SKY のコレクション中にある筈と思われるので,
もし標本が実在するならばこの間題も解決されるで
あろう。 なお, JUNKの甲虫日録の中で 0 BENBER-
GERはソー ンダ一 ズチビタマムシ Trachys saun-
dersi LEWIS, 1892 を Habro1oma 属にしている
が, これは誤りである。 (国立科学博物館)
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0屋久島新記録の力ミキリムシ
下記のカミキリムシの屋久島における記録を筆者
は知らないので, 未記録種かと思い報告しておく。

1. Asaperda ru fPes BATESキクスイモドキカ
ミキリ

1頭, 屋久島上屋久町宮之浦, 8. vi. 1974, 入江
平吉採集。
なお, ほぼ同処で同属の A. bi costata HAYAsHI
キンケチャイロカミキリも得ており, 両種は混生し
ている。

2. NiPhona furcata (BATES) ハイイロヤハズ
カ ミキリ

2頭, 屋久島上屋久町宮之浦, 8 -9. vi. 1974, 入
江平吉採集。

3. RhoPatoscetis uni fasci atus BLEssIG ヒ トオ

ビアラク:カ ミ キリ
13頭, 屋久島上屋久町宮之浦, l t. v. 1972, 入江
平吉採集。
同処で, 1972年5 月と1974年6 月に上記以外の個
体も得ている。

4. Graphidessaυenata BATES  クモノスモンサ
ビカ ミキリ

2頭,  屋久島上屋久町白谷, 6 -7. v.  1972, 入
江平吉採集。

5. ACanthocinus gr iseus (FABRIcIus) ヒ ク: ナ
ガモモブ ト カ ミキリ

1頭, 屋久島上屋久町宮之浦, 9. vi. 1974, 入江
平吉採集; 1頭,  屋久島上屋久町志戸子, 17. vi.
1974, 入江平吉採集。

6. LezoPus guttatus BATES ナカバヤシモモブ
トカミキリ

1頭, 屋久島上屋久町宮之浦, 8. vi. 1974, 入江
平吉採集。 (福岡県宇美町, 入江平吉)

スジクワガタの学名

MOTSCHULSKY のクワガタムシの標本を調べ
たことは次頁に報告したが, その結果スジクワ
ガタには Macrodorcas stnatlpemis が該当
することを述べた。しかし, この名と同年に発表
された名に DO「CuS mpOnensis VoLLENHovEN
があり, 同様にスジクワガタに当るものとされ
ている。 そこで LeidenのRijksmuseumの
D「.  KRIKKENにお願いして原記i成のコピーを
入手してみたところ, 産地は Japan とあるだ
けだが, その記載と図はまぎれもなくコクワガ
タ M 「cetus MOTScHULsKY の6 であった。
したがって, スジクワガタにはやはり M stri -
atipennis MOTscHuLsKYを用いるべきである。
終りにDr. KRIKKENの御好意に感謝したい。

(国立科学博物館, 中根 猛彦)
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V de MoTscHULsKYの記載・ 記録した日本のクワガタムシ

中 根 猛 彦

私は1971年秋に海外出張で欧米を り, 最後にモ
スコー 大学の動物学博物館を訪ねた。 ここは有名な
MoTscHuLsKY の cOl lection があるので, 私は専
ら日本産の標本を調べたがその中のクワガタムシの
標本についてここに紹介しておきたい。  この結果は
既に報告したのだが (国立科学博物館研究報告l5巻
3 号,  1972 ; 虫と自然7 巻l2号,  1972),  多少記
載とも関連して述べることにする。
はじめにモスコー でお世話になったM「S. KELEJ-

NI K o w A 女史, Dr. NIKITsKY, D「. DUBROVINA ら
の方々に感謝したい。

MoTscHuLsKYが日本から記録したクワガタムシ
は 1857年 (Etudes Entomo1ogiques,  6) の Lu-
cam‘s z,zc ii ,Ia加s (3 , p 29), Psahdostom e s(?
rectus (?, p29~30),  1860年 (Et. Ent.,9) の

orcas 0z',Ieυn's ( , p.  16), M a n s cantor1,
.z,1chna加s, Psalzdosto, s rect g s(p . l 6一記録
のみ), 1861年 (Et. Ent. ,10) の Lucanus macult-
femoratus ( , p 9 - 10), Serrognathus casta-
mooter ( -o, p. 12 -13), Psaifdogmat加‘s fnchma-
tus (再記」◆11111, , p.13 - 14), Macrodorcas rectus
( , p.16) , M rugiPennis ( , p. 16 - 17), M.
stn'att'Pemis ( , p. 17) . M. cn ei iatz‘s ( 6 ,
p. 17- 18), Dorcas bz'norυis (o , p. 18- 19) , そ
れらをまとめた1866年 (Bull. Soc. Nat. Mosc.,
39(1 ) : p.172) のリストにある Lucanus macu li -
femora加s, . canton', Pnsmog at /z gs  d am' s,
Serrognathus castamcolor, Psal idoremus tncl i-
natlis, Macrodorcas rectus, M rugiPennis, M.
st riatipennis, M. cr ibeuatus, Dorcas binerυis
(いずれも記收なし) が全部であると思われる。
ところで私が見ることのできたMoTscHuLsKYの
標本は次の通りで, Japoniaと一a'いたifi色の小ラベ
ル(時には一?いてないこともある)がつけてあり, 多
くは別に極名ラベルがっいている。

Lucanus macul i femoratus, : 中ぐらいのミ
ャマクワガタで大肥基部の歯は大きいが中央歯より

わずかに長い。 腿節のl it紋はきわめて長く明らかで

(、四

ある。 Type と思われる。  9 は見つからなかった。
Lucanus cantori HOPE, : 小型のミヤマクワガ
タで, cantori として記録されたものであろう。

Psah dorem s lncliaat gs : 明らかにノコギリ
クワガタであるが, 頭と前胸がなくなっていた。
Type と思われる。

Macrodorcas rectus, : 間連いなく コクワガタ
のかなり発達した6 である。これがTypeであろう。

Macrodorcas rectt‘s, 9 : Type ラベルがあって
上の標本とならべてあったが種名ラベルはついてい
ない。 rectus として記載されたものと思われるが.
標本はアカアシクワガタrubrofemO「atuSであった,
記載から見ても間述いないと考えられる。

Dorcus binertlis, : 頭には 1 対の小瘤起があ
り, 頭価は強く横長で台形, 各上翅は会合部が滑ら
かで疎らに微細点刻があり, 行部の2 対の点刻列は
後方で不明lﾄ  となり対の点刻列の間は細かく点刻さ
れるが, 他はごく密接して点刻される。 これらの特
徴は記載とも一致し, 明らかにコクワガタである。
M oTs cHuLsKY は binertlis の も記載しているが
その標本は見当らなかった。

Macrodorcas ruglpennis, 6 : これはやや小型の
コクワガタであった。 Type と見てよいだろう。

Macrodorcas stnaflPemis, 6 : 中く一らいのスジ
クワガタで, 上翅の点刻列は強くない。

Macrodorcas crtbeuatus, 6 : 小型のスジクワガ
タである。上記の二つとも Typeと思われる。

Serrognathus eastamco1or, の標本は見出だせ
なかった。 また Pn'smog ,zaf/1t‘s dazencz‘s は調べ
なかったが,  日本産のはなかったようである。1861
年の報告には Prismognathus属の記載があるが,
日本産としての記事は見当らない。なおリストの中
で binerυisだけが Dorcasになっているのは少々
解せないが, 彼の属の検索によるとDorcasは雄の
大n?が頭より短いとあるから, binerυisの とした

ものは小型のコクワガタかと思われる。
(国立科学博物館)

左: Lucamts maculif:emoratus
3 左大腮 (先端の側面とも) と11「i i晒

中 : Lucant‘s ' cantor i'
9 左大腮と頭楯

右 : o r cMs 加 to m 's
左上Ila (会合部は滑らか, 各の対になった点刻
列がある。対の点刻列の列間は細点列を, 他の
大部はごく密に点刻列がある。対の点刻列は後
方不明となる)
(モスコーでフリーハン l でスケッチしたもの
から描く)

- 6 -
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日本初記録の ア オ ゴ ミ  ム シ

清水 昭平 捕井 善久

筆者らが北海道内で採集 した歩行虫の中に日本未
記録と思われるアオゴミムシの1 種を見出したので
報告する。

C iaem s (Cnlaemelhes?) stsc1t I m M eNE-
TRIils I ゾアオコ' ミムシ (新称) 3 , 北海道網
走郡女満別, 15. vi.1974, 清水昭平採集 ; 1 , 北
海道天塩部豊富町兜沼,  14. vi l, 1974, 楠井善久採
集。
体長12mm内外, 頭部と前胸背は赤銅色の光沢が
ある。 上翅はこげ茶色で薄い銅色または薄い緑色を
1び, 全体に金色の徴毛を密布する。腿節, 脛節は
赤色を帯び, 開節は黒色。触角第1節は赤色, 第2
~ l l節は果色, 第 1~3 節は数本の岡ll毛を般布し,
第4 節の先端% およびそれ以降の節は微毛を密布す
る。 前胸背は正中線付近を除いて金色の徴毛があ り
明瞭な点刻が認められる。 その側縁は後角近くでも
湾入しない。上翅は後半で軽く膨出し, 条溝は明瞭
に点刻される。
本極は従来, シベリア東部とモンコ'ル北部のみか
ら知られていたが, 国立科学博物館には満洲北部産
の標本が数頭ある。北海道に本種が産することは以
前から一部の人には知られていた。 文献のみではど
の極に当るのか詳でなかったが, 一昨年上野俊一t、ll
-l_はソ連のレニングラー ドを訪れた折lこ, KRYZHA-
NovsKIJ博上に会って, 本種が上11の極に当たるこ
とを確かめてこられた。北海道では今のところ個体
数はとても少ないようであるが, シ、リア束部では
;北海通-とは異なり, アオコ' ミムシよりも個体数のは
るかに多い普通極であるという。清水は3 je-に
女満別の湿地の革間で発見した。 同所では他にキベ
リアオゴミムシ, アナバネコ°ミムシなどが共に見出
された。 国立科学同f物館所蔵の vヒ満洲産の標本と比
較して見たが,  日本産を大陸産から区別し得るだけ
の特徴を見出せなか
った。北海道内では
上記の2 産地以外に
石狩川流域や帶広地
方にも生息すること
が確かめられてい
る。

なお, 本種は外見
上アオゴミムシC.
(Chznela“s) aMi-
Pes GEBLER によく
似ていて次の点で区
別されるが, 須賀邦
耀氏によれば後述の
ように別亜属に属す
るものである。

No. 33 (Mar. l976)

1.   触角は第1 節のみ赤褐色, 第2~11 節は1f1、色,
第1~3 節は数本の剛毛があるのみ,  第4~11 節は
密に剛毛がある (アオゴミムシでは第11節まで全部
赤褐色, 第2 節よりかなりの剛毛を有し, とくに第
3 節より以後は密である) ; 2. 前胸背は後角でもほ
とんど湾入することなく, 側縁は後角近くで広く上
反する。 点刻は粗大 (アオゴミムシでは後角で明ら
かに湾入し, 側縁は一様で平滑, 点刻は小さく密)
3.  脚の附節は常に黒色または黒に近い黒褐色 (ア
オゴミムシではすべて赤褐色) ; 4. 小腮校は先端部
を除いて黒色 (アオゴミムシではすべて赤褐色), な
どの点で異なる。

lfli属については, 須賀邦耀氏によれば材料が不足
していて決定できない。  JEANNELの検討したもの
もあるが, ここでは一応米国のT.BELL (1960) に
従って上記の通り Chlaente11us重Ii属に属せしめた。
須賀氏は Agostenus亜属と Chlaemetlus ilE属の
中1間的な形質を具えていることに着目している。な
お和名のェゾアオゴミムシはアオコ°ミムシに形態が
似ていることと, 本邦では北海適特産である点を考
慮して付けたものである。
本稿を革するに当り, 須賀邦耀氏を通じて種々 御
教示を仰いだ上野俊一博士, 色々 御指導を陽つた田
中和夫博:1および須賀邦耀氏, 写真i最影をt?諾され
た鈴木 互氏に深謝する。標本は清水の手、1と田中
和夫博上および須賀邦耀氏の許に保管されている。

(清水 : 束京都杉並区, 楠井: 東京空港検疫所)

0クリイロヒゲハナノミ東京の採集例
ク リ イロ ヒゲハナノミ l'ge a han omi a ah's

KONoは本州, 四国, 九州, 伊豆御蔵島, 屋久島,
美大島, 徳之島, 沖繩本島, 石」i i島, 西表島, 与
那国島, 台湾から報告のある特異な大形のハナノミ
であり, 本州においては最初愛知f◆i流部から報告さ
れ, その後束京上野, 市川, 岡崎などからも発見さ
れている。 者は束京杉並区産の本極を検すること
ができたのでここに都区内の追加採集例として報告
したい。

1 9 . 杉並区和泉町,13. viii.1969, 木附嘉理採集。
この個体もまた燈火に飛来したものであり, 上記
の場所で他にも目準したことがあるという。
本種は明らかに暖地性のもので, 筆者が徳之島で
経験したことによると, 幼虫はシイの描材中に穿孔
し,  しかも個体数が多かったことを併せ考えれば,
あるいは東京などで採集された個体はより南の方面
からの移入材より脱出したものかもしれない。筆者
の知る限りでは, 現在のところ確実に生息している
と思われる北限は四国象頭山である。
末筆ながら上記標本を意与された木附嘉理氏に厚
く感謝申しあげる。 (横浜市金沢区, 高桑正敏)
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甲虫一ユース

0北海道から新記録のハネカクシ ( ハネカクシ類分
布資料 4)
昨年, 并本ll場正本会々 員を通じ, 函館在住の安田
幸夫氏から, 同氏が北海適南部(主として渡島半島)
で採集された若干のハネカクシ類の御意与を受けた
それらの中には下記の如く北海道未記録種が含まれ
ていたのでここに記録し, 上記両氏の御厚意に報い
たい。
1. Lobrathium Partitum (SHARP)  サキァカバ
ナガハネカクシ

1頭, 眉野, 函館, 16. viii.1961。
2. Megalinus japonicus (SHARP)  オオキバネナ
ガハネカクシ

1頭, 雁皮山, 渡島, 1. vi ii . 1953。
3. i fo t s ( zs%z21s) ωesfhof BERNH.

2頭. 雁皮山, 渡島, 17. v. 1961 ; 1頭,  メナト
イ川, 波島, 20. v. 1962。
4. P;utonthus ( Phi1onthus) rectangulus SHARP
カクコガシラハネカクシ

1 頭, 川汲峠, 渡‘l書j, 25. vi. 1961。
5. Phi tonthus (Phz1onthus) spintPes SHARPオ
オアカパコガシラハネカク シ

1 頭, 旭岡, l人館 ,29. iv. l962。
6. Lordi thon j)rinciPalis (SHARP)  ハラオビキ
ノ コハネカク シ

l頭, 川汲峠, 渡島, 28. v. 1961。
7. Bolitobius seliger (SHARP)

1 頭, 川, 函館, l4. v. 1961。
(束京191- 大, 渡辺泰明)

0中縄本島未記録のヒゲナガソゥムシ2 種
i中繩本島未記録と思われる s重が2  極類 者の手
元にあるので報告しておく。
1. Acorynus anclus JORDAN

l頭, 伊一Ill味, 24. vi.  1970, 三宅純 j ,採集 ;
頭, 与那, '

, 6. iv. 1973, 'll:者採集。
本極は, - 美大島, 屋久島, 鹿児島で記録されて
おり, fill美一大島や屋久島では数多く採集されている
が, 沖縄での採集記録はないので報告する。 i中組産
の本種は, 上翅斑紋が少し異なり別稱の様な感がす
る。
2. Phau l imia tncer tus SHIBATA

1頭, 与那 1岳, 6. iv. 1973, '在者採集。
本極は 美大島で採集された1 9 によって, l963
年に記_ｯ  されたもので,  その後採集された話は聞か
ない。 (和歌l」_l県補本中学校, 的場 績)
0上 島から未記録の甲虫類( I )
上顧島は鹿児県串木野港から南西方向へ25km へ
だたった島で, 野村建一(1936), 坂元久米雄, 洪
(1965), 小宮義f章(1968), 田中洋海(1973), 田中洋
(1974) によって, 現在まで60種の甲虫類が報告され,
コメツキムシ科については僅かにサビキコリAgry-
Phus binodnlus MOTscHuLsKYのみが記録されて
いるに過ぎない。 筆者は1975年4 月28 口から30日ま
で同島に於て」:,, 虫類を採集する機会を得, 若干の未

第 33 号 (1976年3 月)

記録種を採集することが出来たので, 今回はコメツ
キムシ科についてのみ報告する。
1. a 0ldes crt 11s (CANDEzE) シリブトヒラ
タ コ メツキ

1頭, 里~市の浦, 30. iv. 1975。
2. oferosomzes graclhs (CANDEzE) キバネホ

ソコメ ツキ

2頭, 里~市の浦, 30. iv. l975。
3. Melanotus (Mlelanotus) an,1osus CANDEzE
ク l' ツヤク シコ メツキ

1頭, 里, 28. iv. 1975 ; 9頭, 里, 29. iv.1975;
3頭, 里~市の浦, 30. iv. 1975。
4. Melanotus (Melanotus) sPernendus (CAN-
DizE) ナガチャクシ :! メツキ

2頭, 里~市の浦, 30. iv. 1975。
5. Paracardiophorus seq'tens (CANDEZE)

1 頭. 1.11~市の浦, 30. iv.1975。
商, 文末ではあるが同定を御願いした東京Elli大」:l二
虫学研究室鈴木互氏に厚く御礼中し上げる。

(東京 大, 吉田喜美明)
0福島県会津地方のオオヒメゲンコ ロウ
【,l島県会l:l '若松市院内から背 山 (せあぶり) に

登る登山路が羽.11-山を越えたあたり, 標高約600 m
のあたりに,  うす暗い林の中に, 路の左側からしみ
出す水が溜って出来た段状:こなったいくつかの水溜
りがあった。その中に沈んだ落葉などの間に6月 に

行く といつでも数頭のオオヒメク:ン=、ロウRhantus
erraticus SHARP を見出すことが出来た。また, 会
津一着松市if木山(地図には奴田山となっている) の右
1-iの概'、高約500mの所にある沼でも 1948年6 月23 日
に1 頭を得てぃる。恐らく会1-l'21,松市周辺の山地で
は研iな極ではないと思うが, 上記両地 に1t1、が同地
に居た1947~1951年lJl の話で現在どんな状態になっ
ているか私は知らない。 本極は北海適では少なくな
いが, 本州からの記録は少ないので記録しておく。

( 国立科学t4,物館, 黒沢良彦)
0漂着木より採集されたサツマウバタマムシ

1971'lf-6月3 口, 沖繩県石」fl島石lf市街地近くの海
岸に打上げられていた材木よりサツマウバタマムシ
Chalcophora yunnana FAIRMAIREを採集したので
報告しておく。 同材の表面には多数の脱出孔があき,
その中には多数の成虫が頭部だけを見せて死んでい
た。 また, 採集した個体は羽化後間もなくのもので,
翅率ｩなどがまだ軟らかで ったことからも , 材が
流中に羽化f x出しようとした個体がタl lんだものと推
察される。
なお,  この個体はi中組, 八重山画 '島1111極 ssP.

abnormal is MlwA & CHuJ0 と同定されることか

ら,  この材が同島内の何拠からか流れて来た可能性
が高いが,  この記録は黒沢良彦博士の分布論の一端
を要付けるのではないだろうか。
末筆ながら1]更種同定の;1j, をとられた束京 大の秋

山黄洋氏にお札中し上げる。
(東京 大, 岡島秀治)
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COLEOPTERISTS' NEWS

0岐阜県のヤスマツケシタマムシ
特異な形態を持つこのタマムシは, 最近新潟県か
ら記録されたが(甲虫ニュース No. l ), 主として近
緩以西の本州と九州に分布している。 筆者は1959年
に岐ﾉ_県下で採集しているが,  その後記録もなく
最近(1974)刊行された 「岐阜県の動物」 にも見当ら
ない。 古い記録で恐縮であるが報告しておく。

1 頭, 岐阜県郡上郡大和村内ヶ谷, 21. vi.1959,
者採集・ 所蔵。 (愛知県小牧市, 穂積俊文)

0コメツキムシの分布 2 題
1. Heteroderes inelcpectatus KIsHII

1 ?) , 千葉県富津町, 9. xi i975, 立川周二採集。
(写真参照)
本種は1962年に茨城県阿見
町から採集された1 に基づ
いて岸y1'氏が1969年に記載し
たもので, その後同場所から
採集された個体を正木氏が本
i業i Nos. 27,28 に記録してい
るに過ぎない。  しかしながら
i・ 者の手許には立川周二氏か
ら意 与を受けた上記の個体が
あるので報告しておく。 この
個体は, 理め立て地に自生し
ている相a物の根元から発見さ
れたものである。
2. aar mznatho s M a n ez

KIsHII フ ト ッヤハタ、、コ メツキ

1頭, 御蔵島川田, 17. vi i i974, 鈴木 ]言採集。
本;f重は本州, 四国, 九州などに分布することが知
られているが, 伊豆請島からの記録はない。 '在者は
上記の如く伊 御蔵島で本種を採集しているので記
録しておく。
なお日頃有益な助言を?易つている大平仁夫、等士並
びに標本を提供された立川周二氏に深く感謝する。

(東京ｷ段大,  鈴木 亙)
0コゲチャフタモンヒゲナガカミキリの生態的知見

Monochamus asiaticus (HAYAsHI, 1962) コ

ク'チャフタモンヒクニナガカミキリは, 本邦産 Mono-
chamus属では唯一の 0PePharus亜属の で, ず

んぐりした体に長い触角を有する。本 の産地は,
八重山諸島の西表島と石 島が知られているが, 個
体数はあまり多くない。 筆者はこれまで何度か八重
山諸島で調査採集する機会があったので, その際知
り得た本種の生態について報告しておく。
筆者が本種を採集した場所はすべて石tii島於茂登
岳であり, 約30頭を得ている。原産地は西表島であ
りながら, 筆者は全く得ていない。 於茂登岳での採
集体験から考えると西表島でも筆者が調査した地域
よりも更により高地帶に生息しているからと思われ
る。 しかし, 個体数が少ないので, 生息域で調査し
ていても採集し得なかったことも考えられる。於茂
登岳では, 中腹附近から得ており, 特に尾根筋で多
く得ている。

No 33   (Mar. 1976)

成虫は,  5 月中旬頃から発生し, 殆・どはその年の
秋の終り頃には死亡してしまうものと思われるが,
1973年4 月1 日に成虫野外越冬したと明らかに認め
られる, 上翅の斑紋等体の微毛が 色し, 擦れて黑
い地ll几が裸出した部分の多い1 を得ている。 この

事から, わずかの個体は越年するのが判るが, 遅れ
て発生したためなのかは明らかでない。
成虫の発生する頃, 於茂登岳の尾根筋のコンロン
ヵ の を食い切る何者かがいる。 何者の仕業なのか
は知らないが尾根筋のしかもコンロンカだけに限ら
れているのは興味深い。 食い切られたコンロンカは
やがて枯れて葉が巻いてくる。本種の成虫は, この
巻いた枯葉の中に潜り込んでおり, よく観察すると
葉の外に長い触角が出ている。頭かくL,て尻かくさ
ずであるが, なかには本人いや本虫は隠れているっ
もりだろうが, 葉の外側に静止している大胆不敵?
な個体も観察した。その他, アカメガシワ, オキナ
ワハクサンポク等の枯れると葉が巻くものでも得た。
恐らく, 枯葉の巻く性質の木だったらそんなに選ば
ないものと思うが, なかなかこの様な状態の枯葉の
付着した伐採枝や枯枝には通、過しない。 この様な生
態はMonochamus属としては特異で, Aca1olePta
属 (ビロウドカミキリ類) やァナバネヒグナガカミ
キリ等の枯葉色をしたカミキリムシによくみられる。
また, イスノキの生木をたたき綱してかなりの個
体を得てぃるし, その細い枝の樹皮を後食している
のを観察した。 そのイスノキであるが丈の高い木の
上部では得てぉらず, すべて頭倒したものや下枝で
得ており, 3m を超える位置では得ていない。
本種は夜間活動性の種だろうが, i Y蛇が1'市いので
夜間の観察はしていない。
幼虫の加書材としては, エゴノキの枯木のll期室に
いる成虫を同宿の同好者が得ていた。

(福岡 宇美町, 入江平吉)
0ムモンオオハナノミ伊豆御蔵島に産す
ムモンオオハナノ ミ Macroslagon nasutum

THuNBERGは野村鎮氏(1963, 原色日本iヒ虫大図鑑
II, 北隆館) によれば, 日本では本州と四国, 海外では
台湾から広くポルネオ, スマトラ方面にかけてその
分布が知られる。今回, 伊豆語島御蔵島から本極が
採集されたのでここに報告しておきたい。

1 9 , 御蔵島, 9 - 12. vil. 1974, 衣笠意士採集。
本種は日本では採集例が少ないもので, 伊豆諸島
からもこれが初記録と思われる。 また本種が属する
オオハナノミ科は, 沢田玄正・ 渡辺泰明両氏 (1969,
御蔵島の」1虫相, 農学集報14(1)) および渡辺泰明・
相馬州彦両氏 (1972, 三宅島のiヒ虫相, 般学集報l7
(1)) の記録にも見られないことと各種図鑑類の分布
地に伊豆諸島が挙げられていないことにより, 伊豆
諸島からは初めて記録されるものと思われる。
上記標本は筆者が保管している。 貴重な標本を快
く恵与下さった衣笠恵士博士に厚く御礼申しあげる。

(横浜市金沢区. 高桑正敏)
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0ツシマムツポシタマムシの学名と分布
ツシマムツポシタマムシ Chrysobothris tsush i-

mae OBENBERGER, 1936 は対馬から記載された種類
であるが,1943年にJ. 0BENBERGERは A . THERY が
満洲のハルビンから記、? した C t rassaertt THERY
1939を本種のシノームであると指摘した。一方,
OBENBERGERは渇ﾘ太からサ ライムツポシタマム
C. samurai OBENBERGER, 1935 を記破しているが,
チェコスロバキアのプラー グの国立 t d l物館に る
者のタイプ標本を見てみると, 意外にも, サムライ
ムツポシタマムシはッシマムツポシタマムシの中に
時々 現れる通華aの6 個の陥四紋のうち最後方の2 紋
が完全に消失してしまう 4 紋型に当ることがはっき
りした。従って, 今後は, ツシマムツポシタマムシ
の種名には 1 年先に記載された samurai OBENBER-
GER, 1935 を用いなければならない。またこの4紋型
は6 紋型との間に中間型がない。 通f=・的な型である
と考えられるので, 4 紋型を form samurai OBEN-
BERGER, 6紋型を f o「m tsushimae OBENBERGER と
して区別してもょぃであろう。 私が北朝鮮の赴戦一高
原から記破した C. laoυico11is Y. KUROSAWA, 1948
もやはり本不重の個体変異の中に含まれるものと考え
られるので, これらのことを は国立科学1111物 ﾟ l研
究報告, A, 第1 ｪ -1  号 (1975 )の中で報告しておい
た。
本極の分布はt‘'1,太, 満洲, 朝.・fl,  H本となるが
アムー ル地方か沿海州にも必ず産するであろう。 l-I
本国内では, 対馬だけであったが, 最近になって,
広島 冠山 (小阪敏和,1970), 大分 飯田高原 (入
江平吉, l975) と相次いで報告され, 本州や九州に
も産することが確実になった。 中国地方ではその後
はさらに次の産;ttl1の標本を確認することが出来た
どうやら中国地方から北九州にかけて本極iは広く分
布するものらしい。

2 6 6, 岡山県総社市高間, 25. v. 1975, :l'-i野孝
昭採集 ; 19 , 岡山県新見市車問, 12. vii i975,
青野孝n召採集。
以上の3 頭全部が4 紋型である。 広島県冠山でも
そうであるが, 中国地方では4 紋型の出現する l度
が高いのは注目してよいであろう。
上記の通り, 本種は対馬から;1ヒ九州, 中国地方へ
かけて西南日本の要口本寄りに分イ uすることがはっ
きりしたが, 岡山f,i とt準 の間の地方に産しないと
は云えない。今後の調査が必要であろう。最後に,
岡山県の標本を検する機会を与えて 頂き, その発表
をt?諾された青野孝n召氏に深識する。

( 国立科学t専物館, 黒沢良彦)
0ツシマムツポシタマムシ岡山に産す
ツシマムツポシタマムシC rysobof/1ns samz‘raz

OBENBERGER, 1935 は国外ではi準太に,  日本領土内
では広島県冠山, 大分県飯田高原, 対馬等に産する
が, 最近''fii者は山地 治, 守屋健次両氏の御好意に
より,  岡山県産の本種を恵与されたので発表した
いo
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1(、19 . 岡山県高1梁rlj広i額, 10. v. 1975, 山地
治採集。 (.3 は六紋型, は四紋型)
なお, 従来.  ツシマムツポシタマムシの学名には

Chrysobothris tsushimae OBENBERGER, lg36が用い
られていたが, 黒沢1111:がョー ロツパで両極の模式
標本を検された結果, tsttskimae は samuraa と同
一和こすぎなし、-'1・が判明した。 (Bull. Natn. Sci.
MuS_ Tokyo, Vol. 1, No. 1, pp 73-74, 1g75)
御助言をいただいた'、1、沢l事士に深latする。

( ` l浜 rl」磯子区,  秋山黄洋
0クチキマグソコガネを人 より採集
従来' 朽本あるいは二f一中より採集され, 非食 性
とされているクチキマグソコガネ AP1zodt g sﾍtho
naifs (NAKANE e t TsUKAMoT0) を, 人i:t中より

採集したので報告す
0 0

◆、
13fし, 111 県大1- 1

産 ・沼の窪付近 ,8
vi. 1975, 者採 、

- 保管。
本種が, 大 ft下の

二l二中より採集された
例 (月刊むし, 55「 ,
1975) はあるが, 人
基t 中より採集された
のは初めてと思われ
る。

採集したのは陽当
りの良い小高い_fの上にあった1 日程経過したと思
われる人タt中で, 偶然飛来していたというような状
態では,'f かった。

商, 同定は̂「l者が「原色iし 資蜷 }鑑 I I」 (北隆館 )
および 「益本仁11?, 1967 : 日本産='ガネムシ類解説
〔食 群〕vil, .iヒ虫と自然, Vol.2, No 7, 8」 を基に
行ない,  ①体長約8 mm. 体は11'、'ff1色で光沢がある
②取部前緑は孤状に湾人し, その画端に歯状実起が
ある  ③前1向背は横長で後方に向い狭くなり, 後角 ◆,
付近は斜めに切断され, 少し湾入し, フチドリは中
央に達する ④上 1部にトグを持つなどの特微を
目一備していたためクチキマグソコガネと判断した。
末尾ながら, 標本を録影して下さった?i川均悟民
およびお忙しいなか 切なご動言を下さった益本仁
雄氏にお札中し上け る。

(東京都世田谷区, 沢田和宏)
O丹沢でホソヒメクロオサムシを採集
ホソヒメ クロオサムシ Carabus ha rmandi LA-

PoGEは, 東京近交t1では大書産 'it 三頭山, 三ツ峠,
富 l l !」などで採集されているが, 者は神奈川 丹
沢で採集したので報告する。

2 9 , 神索川県足柄上部山北町桧洞丸, l2. ix.
1975, 者採集。
桧洞丸の海抜約 l,200mのあたりでトラップで採
集した。 (横浜市南区, 嘉広)

10 -
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COLEOPTERISTS'  NEWS

0ヵンアオイの種子を連ぶハネカクシ
1975年6 月26 日, 奈良県經原市鳥屋のコナラ林で,
クロクサアリの行列中にヒメカンアオイの種子を置
き, アリの種子にたいする反応をしらべていた。14
時45分に20個の種子をおき15時49分に見廻ったとこ
ろ,  1 頭の小形のハネカクシが種子の脂肪様付属体
(ヵルンクル) を大限でくゎえ, 上半身を斜上させる
姿勢で連んでいるのがみられた。
このハネカクシは渡辺泰明氏の手をわずらわせて
沢田高平氏に同定していただいたところ,  ヒグブト
ハネカクシ亜科の Zyras (Pe11a) comes (SHARP,
1874) とのことであった。 沢田氏の御教示では, こ
の類の植物種子の連搬習性を報じた記録を見出せな
かった.  ということである。 種子に付属体をそなえ,
ア リ 型敞布をする植物は湿潤な温帶林の林床に多い
ということであるから, 注意すればハネカクシのこ
のような例もまた案外多いのかもしれない。
同定のク;'をとられた沢田・ 渡辺両氏にお札中上げ
る次第である。

(大阪市立自然史博物館, 日浦 勇)
0宮城県の甲虫3 種
内各地で蛾を採る目的で灯火採集を実施して来

たが, そのf「rに飛来した甲虫3 種を記録しておきた
し、o

1. ムラサキスジアオゴ ミムシ Eobroscus n ob-
t e n KRYZHANOFSKIJ 2 6 も 1 9 , 蔵王山かもしか
温泉. 3. ix. 1967, '種i者採集。

2. オオモモブ ト シデムシ Necrodes asi at t czts
PORTEVIN 1 , 蔵王町速刈田温泉. 25. vii i967,
' ﾝ者採集 ; , 蔵王山かもしか温泉, 23. vi.
1974, ':fl者採集 ; 1 6, 原部花山村温湯, 28. ix.
1968, 'nE者採集。
奥羽山1u「 ,側の山地では研 lな種類ではなく,  よく灯
火に飛来する。

3. ムネスジタ'ンダラコメツキ aarmz'm'z‘s sz'n-
gutaris LEWIS 1頭, 栗原部花山村温湯, 30. vii i.
1968, 'ｼ i者採集。
多くのオオッヤハタ、、コメツキ Stenagostus um-

Oratl izs LEWISに混じて1 頭だけ飛来した.
(仙台市, 渡辺 德)

0アカアリ、l f力エンマムシの採集記録
アカ アリッ' カ ェンマムシ aetaerz gs  gratg s L

WISは1884年に記」收されて以来記録に しく , わず
かに l944年に長谷川仁,  久保田政雄両氏が,  并上
寛氏が 浜で1942年6 月27 日にサムライァリに襲わ
れたクロヤマアリの巣から;itiい出して来た l 頭を採
集されたことを記録図示されただけである (関西iヒ
虫学会々 報, 14, P 84)。そこで, かなり古い記録で
恐縮ではあるが, 福島県会津若松市で私が本種を採
集した時のことを記録しておく。
会津;套:松市の靑木山(奴田山) 山麓の一部, 青木
部落と御山部落の中間に, 山が崩壊して安山岩質の
岩塊が広く地表に累 ｬ tした所が る B  ここは落葉
の疎林になっていて, 春先はよく陽が当り, 地表に
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ある石下には多くのクロヤマアリとトビイロケアリ
が営巣している。 その の巣をあばいていくと, ク
ロヤマアリの巣中に限って本種が時折り, 右往左往
する!職たちに混つてョチョチ歩きをしているのを発
見することが出来, 時には1 つの巣中に2 頭もいる
こともあった。同じ場所にトビイロケアリの巣も多
くあったが, この方には本種は全く発見されず, 本
種が発見されるのは常にクロヤマアリの巣中に限ら
れていた。 クロヤマアリの巣中には他にも数種のア
リッ'カムシ類が見られたが, オオトグアリッ°カムシ
Lastnus sPinosus SHARP と思われる種類もクロヤ
マアリの巣中に限られていた。逆にコヤマトヒクニブ
ト ア リ ッ' カ ム シ iartzger os s at gs  SHARPは常
にトビイロケアリの巣中に限って発見され, クロヤ
マアリの巣中には見当らなかった。なお, 同地で
の巣からこれらの甲虫が採集出来るのは, が越冬
から目覚め. 春の陽光に温められた地表近くに上昇
して来て石下などに営集を始める に限られ,  4 月
下旬から5 月中旬にかけての が最適で, それ以降
は が地中に降下するにつれて採集が困難になる。
他の地方でも, 同様に適当な季節に同じ様にして探
してみるといろいろな好驗性の甲虫が採集されるで
あろう。戦前札幌におられた西島 t告博士も同地で
アカアリッ' 力エンマムシ以上に記録のないクロアリ
ツ'カ ェ ンマムシ aetaen s oPtat gs  LEWIS l884
のかなりの数を採集しておられたが, 残念ながら採
集時の状況をお聞きするのを失念してしまった。 な
お, 原色11虫大図鑑 II , 35図版に示されたァカアリ
ツ' カェンマムシは私の採集品である。

(国立科学博物館, 黒沢良彦)
0オオキボシハナノミのトカラ諸島の記録
オオキポシハナノ ミ H1oshihananomia au romacu-

1ata (CHuJo) は3 亜極に分れ, 原亜和 i台湾に,
subsp. amamtana NoMURAは 美大島に, subsp
mPPomca NoMuRA は屋久島, 九州 (概岡 ) , 対
馬, 四国, 本州(紀伊半島・ 山梨ll;1 ・ 福島県), 北海
道 ( トムラウシ) に分布することが知られているが
トカラ諸島からはまだ報11がないのでここに記録し
ておきたい。

1 6,  トカラi識島中之島先l l岳, 10.vii i974,宮
原道則採集。
この個体は, 上翅の黄色紋がfﾉ  美大島産の大部分
の個体よりも濃色なこと, 小術板は基部側縁にのみ
わずかに黄色毛が認められることなどから subsp
amamiaM よりも subsp m Po,1zca に含めるべき
と考えられる。 しかし, 多数の標本を検すると, こ
れら2 亜極は互いに特徴がiiiなる個体が多いために.
上記1 だけではどちらの亜種名を当てるべきかの
決定はできないように思う し, 美大島産の個体を
それ以北の個体と1111種段階で分けることには少し無
理があるかも知れない。
上記標本は筆者が保管している。 貴重な標本を快
く下さった宮原道則氏に厚く感謝したい。

(横浜市金沢区, 高桑正敏)
11 -
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0屋久島でネァカツツナガクチキムシを採集
南西諸島にはナガクチキムシ科の種は非常に少な
く, 筆者の手元にも約10種があるにすぎない。 その
中に, 恐らく南西諸島未記録と思われる屋久島産の
Hypulus cingutatus LEWIS ネァカツツナガクチ
キムシがあるので記録しておく。

1頭, 屋久島高塚山, 16.vi.1974, 入江平吉採集。
高塚山避難小屋に数日間泊り, 小屋周辺から更に
高地帶の宮之浦岳方面で, 連日の雨の中で調査し,
小杉谷へ下山途中, 『組文杉』 と銘を持つ大スギよ
り約100~200m程下った登山道脇の朽ちかけたシキ
ミの倒木で得た。 (福岡県宇美町, 入江平吉)

一 連  絡 ・ 報  告 一

◇談話会 本年の談話会は3の倍数月 ( 3 ・ 6 ・
9 ・12) に開催する予定ですのでお含みおき願いま
す。 なお, 昨年実施されました談話会の演題および
演者は下記の通りです。
第 l 回例会 昭和50年2 月23日 於 : 国立科学博
物館 (上野)  1) 志摩半島の OhomoPterus ohka-
ωa, につい て 小宮次郎 (東京都)  2) 屋久島のオ
ークワガタ について 果沢良彦 (科博)。 第2 回例
会 昭和50年4 月13日  於 : 国立科学博物館 (上野)
l ) オーストラリアの自然と甲虫 小宮義f章 (東京
都)  2) ニュージーランド'とタスマニアの自然と洞
窟を訪れて 上野俊一 (科t ・。  特別集会 昭和50
年9 月26日 於 : 松戸市民会館 (松戸) オーストラ
リアの自然と11虫 小宮義球 (東京都)。この集会は
松戸市で日本11虫学会大会が開催された折に行われ,
多くの地方在住会1目1が参加した。第3 回例会 昭和
50年12月21日 於 : 国立科学司物館 (上野)  カミキ
リムシ類の大腮 下村 徹 (東京;段大)。 なお, 例
会終了後, 有志により恒例の忘年会が「.C、t正」 で行
われたが, その折「余剰文献」のオー クシコンが行
われ, 売上金の全てが本会に寄附された。
◇甲虫=ユース 本誌は発行の遅延を取り戻す意
味で合併号の形をとって参りましたが, 昨年までの
発行分で完全に遅れを取り戻しました。従って, 本
年からは各号とも単号で発行されますが, べ一 ジ数
は昨年同様にする予定ですので裁極的な投稿をお願
い致します。
なお, 事:務面素化のため投稿されました会員各位
にいちいち御返事は致しませんが, 受理した原稿は

第33 号 (1976年3 月)

出来る限り登i成致す予定ですので御了承願います。
◇会計報告 昭和50年度の収支決算が下記の通り
世話人会で了承されましたので御報告致します。 な
お, 昭和51年度からは特別出版物発行等にかかわる
会計は別勘定として一般会計から分離させました。
一般会計収支決算報告( 昭和50年12月31 日現在)
収 入 の 部 支 出 の 部
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印刷費(25/26~ 339,055
31/32号)
通信・ 郵送費 34,605

事務用品費 1,190
特別集会費 5, 000
特別出版物会計
へ振替 250,000
次年度繰越 163,745

合 計 793, 595 合 計 793, 595

特別出版物会計収支決算報告
(昭和50年12月31 日現在)

収 入 の 部

一般一会計から鼈
繰入 250 000

合 計 250, 000

支 出 の 部

次年度繰越 250, 000

合 計 250, 000

◇採集会の予告 本年度は下記の如く採集会を企
画致しましたので御知らせ致します。
期日 : 7 月23日~25日
場所: 宮城県蔵王かもしか温泉附近 (会員のみ期
間中の宿泊費は無料)。
なお, 詳細は6 月の例会の折に説明致しますが,
例会に出席出来ない会員は談話会タi三に間い合せて下
さい。 (世話人一同)

甲虫談話会
会費 (1 カ年) 1000円, 次号は6 月中旬発行予定,

投稿 切は 5 月10日。
発行人 黒沢良彦
発行所 甲虫談話会  東京都台東区上野公園

国立科学博物館動物研究部内
電話 (364) 2311, 振替 東京 60664

昆虫の器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめてできた有頭_昆虫針! !
1 , 2 , 3 , 4 , 5号 (各号 100本 l60円)
なお, 無頭針00号もできました。 その他, 採集・
標本整理用各種器具も取描えてあります。
〒 150 東京都渋谷区渋谷1 丁目7 - 6
電 話 (.03) 409 -6401 (ムシは一ばん)
振 替 東京 21129

志賀昆虫普及社

タッミの昆虫

ト'イッ型標本箱 木製大 ￥ 4,500, 桐合板
製インロー型標本箱中￥1,400, 送料一箱につき
都内及第一地帯: 3箇以下￥1,200, 4 個以上￥850
(以下同様), 第2 地帯￥1,400, ￥950, 第3 地帯
￥1,600, ￥1,050・ 其他, 各種器具, 針などを製作
販売してます。カタログを御請求下さい。 ( ￥140)
タ   ツ    ミ   製 作 所
〒 113 東京都文京区湯島 2-21-25
電 話 (03) 811 -4547
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